
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[053] 史淵表紙奥付等

https://hdl.handle.net/2324/2335157

出版情報：史淵. 53, 1952-07-30. Faculty of Literature, Kyushu University
バージョン：
権利関係：



九
州
史
學
會
昭
和
二
十
七
年
度
春
季
學
術
大
會

九
州
史
學
會
本
年
度
の
春
季
學
術
大
會
は
西
日
本
史
學
會
と
共
同
主
催
の

下
に
、
五
月
三
日
（
土
）
、
四
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
九
州
大
畢
丈
學
部

に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
第
一
日
は
西
日
本
史
學
含
各
支
部
代
表
の
研
究
發

表
、
お
よ
び
長
崎
貿
易
闘
係
賓
料
の
展
覧
が
あ
り
、
錐
二
日
午
前
は
各
部
含

研
究
發
表
、
午
後
は
公
開
誰
淡
が
行
は
れ
、
雨
天
に
も
か
上
わ
ら
ず
参
會
者

多
激
に
の
ぼ
り
極
め
て
盛
況
裡
に
幕
を
閉
ぢ
た
。
本
大
含
に
於
け
る
公
開
識

演
及
び
研
究
發
表
の
題
目
な
ら
び
に
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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公
開
講
演

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
没
落
酒
井
三
郎

明
治
二
十
年
に
お
け
る
中
江
兆
民
西
尾
陽
太
郎

各
支
部
代
表
研
究
發
表
題
目
・

日
向
に
於
け
る
郷
村
制
の
成
立
（
宮
崎
）
鬼
塚
正
二

封
建
地
代
に
閥
す
る
若
干
の
問
題
（
熊
本
）
松
垣
裕

古
代
氏
族
の
系
譜
に
つ
い
て
（
覗
岡
）
深
群
徳
味

１
塁
別
と
祁
別
、
天
祁
、
天
孫
と
地
祗
ｌ

洲
肚
識
遥
の
一
形
式
。
（
大
分
）
中
野
幡
能

ｌ
宇
佐
宮
に
於
け
る
機
稚
を
中
心
に
し
て
ｌ

蘂
報 彙

報
’
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０
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八
０
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古
代
ゲ
ル
マ
ン
時
代
に
於
け
る
大
所
有
（
山
口
）
秋
草
黄

地
と
小
所
有
地
の
分
化
に
つ
い
て

各
郡
會
研
究
發
表

日
本
史
部
會

０

綾
日
本
紀
撰
修
經
過
に
閥
す
る
諸
説
‐
、
柳
宏
吉

記
錬
上
よ
り
見
た
る
安
徳
傳
説
兒
賜
敬
・
三

對
馬
藩
に
於
け
る
奴
蝉
と
被
官
と
の
差
異
安
河
内
博

牢
安
末
期
に
於
け
る
郡
司
に
つ
い
て
鈴
木
鋭
彦

條
約
勅
許
奏
請
と
將
軍
繼
嗣
連
動
を
季

山
口
宗
之

め
ぐ
る
安
政
五
年
京
都
必
政
情

他
力
本
願
の
語
と
そ
の
思
想
の
成
立
に
つ
い
て
飯
田
一
郎

東
洋
史
部
會
、

南
宋
鋲
撫
使
の
設
冠
に
つ
い
て
山
内
正
博

五
代
末
期
の
六
軍
に
つ
い
て
一
菊
池
英
夫

漢
代
に
於
け
る
盟
鍛
專
賢
制
度
成
立
事
傭

儒
詰
安
囚
郎

に
閥
す
る
一
考
察
隠

翰
林
學
士
院
補
迩
矢
野
主
税

唐
代
の
勤
官
に
つ
い
て
松
永
雅
生

唐
登
科
妃
總
目
に
つ
い
て
祇
浮
宗
吉

雍
正
政
治
班
の
一
節

水
原
亜
光

Ｉ
竹
靜
・
呂
留
良
事
件
ｌ

ｆ

茜
五
代
史
契
丹
仰
に
つ
い
て
卒
蹄
量
義

魏
審
粟
特
國
傅
の
一
解
稗
船
木
勝
展
》

］
宋
初
・
京
西
路
開
發
に
み
る
形
勢
戸
の

河
原
由
即

地
歩
に
つ
い
て

遼
東
馬
市
起
源
江
島
、
蒜
雄

西
洋
史
部
會

ロ
ー
マ
帝
政
期
の
工
業
奴
隷
に
つ
い
て
森
祓
三

し
き
ニ

ブ
三

Ｐ
ｂ
■
■
８
８
■
■
０
‐
も
ロ
■
ロ
ロ
ロ
ロ
■
亘
一
■
］

、
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ア
メ
リ
カ
史
學
に
於
け
る
主
狸
問
題
祇
本
保
偏

ｌ
特
に
經
濟
的
解
耗
論
に
つ
い
て
ｌ

ピ
ス
マ
ル
ク
同
盟
組
織
の
崩
壊
過
凝
・
田
中
友
次
郎

ジ
エ
フ
ア
ス
ン
の
政
治
思
想
に

服
部
哲
郎

現
わ
れ
た
る
人
民
糎

ジ
ャ
コ
ポ
・
サ
ド
レ
ト
に
就
い
て
益
田
健
次

八
惟
紀
プ
リ
テ
イ
ン
激
會
の
動
き
小
野
激

考
古
・
民
族
伺
民
併
學
部
葡

上
代
同
龍
織
例
遜
加
の
一
三
渡
遙
正
氣

新
祁
系
庶
草
瓦
脚
土
地
の
新
例
原
口
、
信
行

桴
弱
郡
祁
爾
村
法
華
原
扇
妖
地
迩
跡
の

金
子
丈
夫

考
古
學
的
一
私
見

原
史
文
化
考
察
の
落
干
の
蚕
料
Ｊ
田
中
熊
雄

賭
蕃
志
の
談
馬
顔
國
全
開
丈
夫

禰
岡
市
比
悪
小
林
通
跡
調
在
豫
報
磯
部
香

東
松
浦
郡
鏡
村
大
字
半
田
字
葉
山
尻
支
石
幕
迩
跡
松
岡
史

嘉
穂
郡
穂
波
村
太
郎
丸
に
於
け
る
出
土
航
小
野
山
大
助

歴
史
教
育
部
愈

歴
史
教
育
に
閥
す
る
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー

渡
邊
光

委
員
街
の
見
解
に
つ
い
て

免
罪
符
の
解
稗
に
就
い
て
小
野
教

炭
蛾
地
帯
に
お
け
る
肌
含
科
教
育
に
就
い
て
馬
淵
茂

研
究
發
表
要
旨
（
到
着
分
の
夢
）

【
日
本
史
、
郡
會
】

績
日
本
紀
撰
修
經
過
に
關
す
る
諸
説

卯
宏
〆
吉

１
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叩
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Ｉ
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綾
紀
撰
修
經
過
に
次
の
六
作
業
が
認
め
ら
れ
る
。

一
大
凡
前
半
に
餅
る
部
分
の
鐙
初
の
稿
本
二
Ａ
名
足
、
大
川
等
の
綱
紙
二
Ｂ

名
足
、
三
船
、
永
嗣
等
の
修
撰
三
繼
繩
遥
眞
蓮
、
安
人
竿
更
に
十
Ｗ
巻
編
紙

四
饗
字
二
年
よ
り
延
暦
十
年
ま
で
の
什
巻
勒
成
奏
上
五
円
十
総
奉
推
。
先
學

の
説
も
次
の
諸
鮎
で
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
た
い
○
一
で
は
、
延
暦
十
三
年

の
上
表
に
言
う
稲
本
と
、
Ｍ
十
六
年
上
表
の
稲
本
と
の
閥
係
如
何
、
二
Ａ
と

二
Ｂ
と
の
先
後
如
何
、
三
に
就
十
↑
は
、
も
と
二
十
巻
に
な
っ
て
い
た
の
を
、

十
囚
巻
に
改
め
た
の
か
、
或
は
も
と
の
二
十
巻
を
検
討
し
更
に
十
瓜
巻
を

附
け
加
え
た
の
か
、
四
で
は
六
巻
だ
け
の
撰
上
か
、
五
で
は
霧
箱
決
定
の
時

期
等
で
意
見
が
分
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
結
局
我
々
に
残
き
れ
た
問
題
は
、
二

Ａ
が
改
撰
さ
れ
て
三
と
な
り
、
そ
れ
に
四
が
追
加
さ
れ
た
後
半
部
に
、
一
が

修
撰
き
れ
て
二
Ｂ
と
な
り
、
そ
れ
が
ま
た
重
催
さ
れ
て
五
と
な
っ
た
前
半
部

が
合
し
一
」
緬
紀
凶
十
巻
が
成
っ
た
（
伴
信
友
）
の
か
、
そ
れ
と
も
廿
巻
（
二
）

に
十
両
巻
（
三
）
が
遥
加
さ
れ
更
に
六
巻
が
累
加
さ
れ
て
成
っ
た
（
大
森
金

五
郎
氏
）
の
か
の
鮎
で
あ
ろ
う
。

記
録
上
よ
り
見
た
る
安
徳
傳
説

娠
岡
支
部
修
賦
分
脅
兒
島
敬
三

義
兄
が
屋
久
烏
に
出
張
し
て
、
安
徳
天
皇
の
傅
溌
を
聞
い
て
を
た
の
で
、
ｊ

安
徳
天
皇
は
塊
浦
で
入
水
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
諺
と
答
へ
る
と
、
通
説

９

が
正
し
い
と
思
ひ
こ
む
こ
と
は
よ
ろ
し
く
た
い
Ｏ
そ
れ
で
は
畢
問
の
進
歩
は

有
り
得
な
い
、
と
反
駁
さ
れ
た
の
で
は
ず
か
し
く
な
っ
て
、
安
徳
傳
説
を
究

明
し
た
い
氣
持
に
な
っ
た
Ｏ
そ
こ
で
先
づ
文
献
に
よ
り
坑
浦
事
件
を
調
査

し
、
然
る
後
各
地
に
傅
は
る
安
徳
傳
読
の
形
態
及
根
操
を
つ
き
と
め
る
の
が

九
閥

’
ｌ
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全
盟
の
構
想
で
あ
る
が
、
本
日
は
取
敢
え
ず
文
献
の
究
明
の
み
を
取
扱
ふ
こ

と
史
し
た
い
Ｏ

平
氏
滅
亡
時
の
根
本
養
料
と
、
後
世
潤
色
さ
れ
た
物
語
類
と
を
峻
別
し
、

根
本
蚕
料
に
よ
っ
て
事
黄
の
可
能
性
の
限
界
を
規
定
し
、
傅
読
の
生
ず
る
除

地
を
指
摘
す
る
こ
と
を
、
本
研
究
の
、
王
眼
と
し
、
こ
の
試
案
に
世
っ
て
、
一

事
頂
を
研
究
す
る
に
は
如
何
な
る
菱
料
を
如
何
に
駆
使
す
．
へ
き
か
の
私
見
を

披
振
し
て
、
先
人
の
諸
説
に
答
へ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
と
生
に
採
上
げ
た
方

法
に
閥
し
大
方
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
の
が
、
私
の
發
表
の
意
岡
で
あ
る
。

對
馬
藩
に
払
け
る
奴
蝉
と
被
官
と
の
差
異

安
河
内
博

對
馬
藩
に
於
け
る
奴
稗
と
被
官
と
が
極
め
て
近
い
と
す
る
説
が
あ
る
。
然

る
に
對
馬
藩
の
被
官
は
⑩
地
方
被
官
（
家
中
侍
の
地
方
知
行
地
に
て
地
頭
に

勤
仕
す
る
被
官
）
②
給
人
被
官
（
八
卿
給
人
に
隷
属
す
る
被
官
）
③
府
内
被

官
（
御
家
中
被
官
及
び
町
被
官
）
に
分
ち
得
．
そ
れ
ぞ
れ
若
干
性
桁
を
異
に

す
る
面
が
あ
る
。
一
方
奴
蝉
は
犯
罪
奴
隷
的
性
厩
を
有
す
る
と
共
に
、
譜
第

奉
公
人
的
性
質
を
も
有
す
る
の
で
、
奴
艸
と
被
官
と
は
共
通
的
惟
質
を
有
す

る
面
も
あ
る
巧
ま
た
雨
者
の
問
に
は
明
瞭
な
る
差
異
を
も
有
す
る
。
簡
単

に
雨
者
を
「
極
め
て
親
近
關
係
あ
り
」
と
断
定
す
る
の
は
雀
だ
し
く
危
瞼
で

あ
る
。
奴
抑
制
が
漸
や
く
成
立
・
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
た
元
瞭
ｌ
眼
徳
期
以

降
に
於
て
は
、
雨
者
の
差
異
は
次
の
諸
鮎
に
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
○

１
被
官
は
科
を
犯
す
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
奴
刑
を
課
さ
れ
奴
稗
身
分

に
雌
さ
れ
る
例
識
が
あ
る
。

２
被
官
は
寵
立
を
許
さ
れ
て
い
る
に
封
し
、
奴
艸
は
篭
を
取
揚
げ
ら
北

蕊
報
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取
演
さ
れ
る
の
を
原
則
と
す
る
。

３
被
官
は
掛
銀
又
は
公
役
を
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
奴
卿
は
公
課

，
を
免
除
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
Ｏ
‘
、

平
安
末
期
に
諺
け
る
郡
司
に
つ
い
て

鈴
木
鋭
彦

律
令
制
國
家
の
地
方
官
郡
司
は
、
律
令
制
國
家
艘
制
が
崩
壊
過
程
を
辿
る

に
従
ひ
、
そ
の
所
領
を
下
司
戦
を
留
保
し
て
椎
門
勢
家
に
寄
進
し
隷
馬
的
地

位
に
落
ち
て
ゆ
く
の
が
歴
々
見
ら
れ
る
。
然
し
か
う
し
た
傾
向
も
、
地
方
に

よ
っ
て
様
相
を
異
に
す
る
。
安
蕊
國
高
田
郡
の
藤
原
氏
は
中
原
氏
の
下
司
と

た
り
．
椴
門
勢
家
へ
の
所
領
寄
進
隆
盛
の
流
に
自
ら
合
流
し
、
下
司
に
安
住

し
た
ら
し
い
。
伊
孤
國
名
張
郡
の
丈
部
氏
は
、
束
大
寺
に
對
し
隅
衙
を
後
栃

と
し
て
抵
抗
に
努
め
た
が
敗
北
し
て
下
司
と
な
〉
た
。
更
に
下
總
國
相
馬
郡

の
平
氏
は
、
皇
太
祁
宮
に
所
領
を
寄
進
し
そ
の
下
司
と
な
り
、
そ
の
後
、
寄

進
椎
を
源
義
朝
そ
の
他
に
よ
っ
て
奪
は
れ
る
等
難
事
に
通
過
し
た
が
℃
而
も

頼
朝
理
兵
の
際
、
そ
の
主
要
な
力
の
一
と
し
て
活
雌
し
え
た
の
は
、
丈
部
氏
が

所
訓
先
進
地
耕
の
批
含
榊
造
の
た
め
、
大
き
な
軍
事
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
形

成
し
え
な
か
っ
た
止
め
束
大
寺
に
敗
北
し
た
の
に
對
し
、
率
氏
は
束
國
特
有

の
弧
力
な
在
地
支
剛
の
下
部
祷
造
を
も
つ
て
ゐ
た
こ
と
に
没
落
し
去
ら
な
か

９

つ
た
主
因
の
一
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
此
様
に
郡
司
は
、
平
安
末
期

に
至
る
と
そ
の
地
方
的
特
性
に
よ
っ
て
、
性
格
詮
大
い
に
異
に
し
て
ゐ
る
。

條
約
勅
許
奏
請
と
將
軍
繼
嗣
運
動
を
め
ぐ
る

安
政
五
年
京
都
の
政
情

山
口
宗
之

、

九
五

”

勺

望
心
肝
”
Ｍ
Ｉ
Ｉ
叩

’

且
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正
月
牡
一
日
廿
座
老
中
堀
田
正
陸
は
、
前
年
來
の
懸
柔
た
る
日
米
通
商
峠
の
内
證
に
自
昼
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
沌
樹
・
天
穀
・
曇
総
・
弛
紳
・

約
に
勅
許
を
得
ん
が
爲
自
ら
上
京
の
途
に
就
い
た
。
之
と
ぼ
賛
時
を
同
じ
く
善
導
・
源
信
・
源
空
と
仰
承
さ
れ
た
こ
と
に
た
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
私
は

し
て
排
七
日
、
一
橋
慶
喜
推
畢
派
の
主
柱
松
平
慶
永
も
、
そ
の
謀
臣
椛
本
左
こ
の
よ
う
な
仰
承
の
流
の
中
に
於
て
空
海
の
占
め
る
地
位
を
万
過
し
て
、
は
た

内
を
京
へ
錘
る
。
彼
の
上
京
目
的
は
、
慶
喜
を
繼
嗣
に
定
む
ぺ
琶
内
勅
の
降
ら
な
い
と
思
う
。

下
な
は
か
る
こ
と
、
及
び
堀
田
の
任
務
を
速
か
に
建
成
せ
し
む
ぺ
く
京
都
の
密
激
の
立
場
で
は
我
々
人
間
に
本
來
自
性
情
淨
心
が
あ
る
と
す
る
（
秘
溌

ノ

ノ

銚
撰
論
を
鋲
伏
せ
ん
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
る
に
井
伊
直
弼
の
旨
を
含
む
長
記
）
。
と
の
鮎
、
淨
古
陛
不
が
「
苦
悩
群
萠
」
「
迦
誘
圃
捉
」
で
あ
る
と
す
る

野
、
王
謄
の
入
溌
に
よ
り
條
約
勅
許
な
主
談
す
る
關
白
北
條
術
忠
は
、
紀
州
鹿
（
数
行
信
諦
序
）
の
と
建
っ
て
い
た
。
自
性
浦
淨
心
は
己
成
の
伽
の
自
性
浦
．

禰
擁
立
派
に
加
据
し
て
慶
喜
へ
の
内
勅
莚
阻
止
せ
ん
と
し
た
。
従
っ
て
條
約
淨
の
理
と
本
來
不
一
毛
あ
る
。
佛
と
我
と
本
來
不
二
で
あ
る
。
そ
れ
は
理
笈

勅
許
周
旋
に
於
い
て
は
雨
者
蹄
を
一
に
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
慶
喜
を
推
す
に
於
て
も
不
一
看
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
し
、
不
一
毛
あ
ろ
う
と
願
樂
す
る
。
か
．
．
｜

限
り
一
橋
派
は
、
こ
れ
に
對
抗
す
・
へ
巻
勢
力
を
三
條
災
寓
等
條
約
不
許
可
の
く
し
て
「
入
我
我
入
」
し
、
三
一
密
加
持
」
し
、
「
即
身
成
佛
」
せ
よ
と
設
い

立
場
を
と
る
硬
派
公
卿
の
中
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
一
方
條
約
否
定
た
の
で
あ
る
。

の
意
見
を
朝
廷
に
入
説
す
る
梅
田
雲
演
等
在
野
鯨
穣
志
士
達
は
、
慶
喜
立
価
加
持
と
は
即
身
成
佛
義
の
説
明
に
従
え
ぱ

を
望
ん
で
一
橋
派
に
協
力
し
た
が
、
こ
れ
は
本
来
の
一
橋
派
と
全
く
性
絡
を
加
持
者
表
三
如
来
大
悲
與
二
衆
生
信
心
一
佛
日
之
影
現
二
衆
生
心
水
一
日
し

異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
加
行
者
心
水
能
感
二
佛
日
一
名
し
持

と
い
う
如
く
、
も
と
佛
と
衆
生
と
の
相
互
作
川
を
意
味
し
た
の
で
あ
っ
た

他
力
思
想
の
成
立
に
つ
い
て

が
、
い
つ
の
間
に
か
一
方
的
な
佛
の
作
用
の
み
を
意
味
す
る
も
の
と
な
つ

飯
田
一
郎

た
○
十
住
心
論
に
も
こ
の
意
味
の
用
例
が
い
く
つ
か
見
え
る
が
諺
鍛
も
注
窓

「
他
力
」
と
い
う
語
が
古
く
空
海
の
著
述
（
辨
瓢
密
二
激
論
）
の
中
に
あ
す
べ
き
も
の
は
嘩
字
変
相
義
の
次
の
語
で
あ
る
。

る
こ
と
は
一
般
に
雌
り
注
意
さ
九
．
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
尤
も
こ
れ
に
は
衆
生
疲
暗
無
し
由
二
自
羅
一
如
來
加
持
一
ず
箕
蹄
趣
一
，

ま
だ
後
世
の
よ
う
な
特
殊
な
意
味
は
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
佛
激
の
用
語
と
衆
生
は
既
に
全
く
無
力
た
も
の
ど
な
っ
て
唯
如
來
の
み
が
衆
生
に
對
し
て
伽

Ｎ

し
て
特
殊
化
さ
れ
た
一
他
力
」
の
語
は
親
彌
が
教
行
信
誇
行
巻
に
言
っ
て
い
き
か
け
る
こ
と
に
な
つ
・
て
い
る
。
こ
う
な
る
と
、
も
は
や
親
翻
が
「
往
迦
廻

るょうに「如來本願力」．特に阿彌陀如來の本願力を指しているの向由二他力一」（教行信謹、正信偶）と言った立場と殆ど趣ぶとこノ↓である。この意味の他力という語は北魏の曇鋤に始まって萢紳。ろがないであろう。

源
信
。
源
空
と
傳
承
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
所
調
他
力
の
思
想
信
仰
は
親
識
加
持
の
語
が
早
く
も
斯
く
解
さ
れ
、
こ
の
意
味
の
加
持
が
盛
ん
に
行
わ
れ

〃
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東
洋
史
郡
會
】

五
代
末
期
の
六
軍
に
就
い
て

菊
池
英
夫

古
典
に
則
る
天
子
禁
衛
の
傳
統
的
兵
制
と
し
て
、
歴
朝
設
け
ら
れ
た
六
軍

は
、
北
桁
全
盛
期
の
唐
代
に
お
墜
Ｌ
は
調
林
・
龍
武
・
祁
武
の
名
を
與
え
ら

れ
た
諸
乖
で
あ
り
、
五
代
に
お
い
て
も
正
統
王
朝
た
る
を
誇
示
す
る
託
め
そ

の
名
を
承
け
、
儲
初
は
焚
際
任
務
に
お
い
て
も
正
親
禁
軍
の
中
核
を
た
し

た
。
し
か
し
禁
軍
の
焚
硬
的
任
務
を
侍
衛
親
軍
に
奪
わ
れ
て
型
式
化
し
、
後

唐
末
兵
興
の
大
部
分
を
侍
衛
軍
に
併
入
さ
れ
、
残
像
は
後
晋
に
至
っ
て
一
括

統
督
し
て
州
兵
の
列
に
入
れ
ら
れ
、
宋
代
に
は
六
軍
た
る
名
蒋
の
一
軍
剛
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
偲
統
的
制
度
と
し
て
の
六
軍
は
郊
祀
朝
合
に
際
し
侍
衛

軍
要
典
に
よ
り
編
成
せ
ら
れ
る
俵
仗
隊
と
し
て
塙
を
と
営
め
た
。

漢
代
に
総
け
る
顛
鐵
童
鶏
異
制
度

成
立
室
惰
に
關
す
る
一
考
察

橋
祐
安
四
郎

盛
と
蛾
と
は
既
に
春
秋
時
代
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
民
③
生
活

必
需
品
で
あ
り
、
そ
の
生
産
に
は
可
な
り
の
安
本
が
な
く
て
は
浜
く
こ
れ
と

經
管
維
持
し
て
行
く
こ
と
が
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
多
く
の
庶
民
は
之
を

他
に
依
存
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
齊
、
素
の
爲
政
者
、
漢
初
の
諸
王
侯

錐
報

、

た
。
密
激
の
こ
の
一
方
の
極
か
ら
法
然
親
薙
の
他
力
宗
が
生
ま
鯉
出
準
も
の

と
言
う
・
ヘ
を
で
あ
ろ
う
０
（
一
九
五
二
、
五
・
四
）

1
1

｣

I

の
わ
る
も
の
の
如
き
は
そ
れ
よ
り
入
る
利
に
着
目
し
一
」
そ
の
税
を
管
理
し

た
。
叉
職
國
、
案
、
漠
初
と
商
業
經
濟
の
發
逹
し
て
く
る
に
し
た
が
っ
て
益

承
喪
商
品
と
な
っ
て
き
た
捕
鐵
の
利
に
よ
る
商
人
蚕
本
家
の
挫
頭
が
次
錐
に

顯
著
と
た
り
、
配
二
一
○
年
頃
に
は
、
こ
れ
は
漢
帝
國
に
と
っ
て
奔
易
な
ら

騨
敵
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
形
勢
の
中
に
漢
帝
國
喋
亜
帝
の
時
、
即
Ⅸ
二
九
年
、
本
格

的
な
鹿
蛾
專
質
制
な
設
立
し
た
。
そ
の
背
景
を
考
え
る
な
ら
ば
、
外
征
，
水

旱
に
よ
る
失
我
の
補
充
、
商
業
蓑
本
並
び
に
豪
族
の
抑
座
等
經
濟
的
、
政
治

的
、
耽
會
的
・
事
怖
が
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
無
論
で
診
る
が
武

帝
の
初
に
と
ら
れ
た
椛
學
襄
審
か
該
制
度
寅
施
前
数
年
醜
よ
り
次
節
に
法
家

主
義
に
稗
換
し
つ
会
の
シ
た
と
い
う
事
情
も
亦
そ
の
成
立
の
一
背
衆
と
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
椛
家
の
経
済
思
想

に
は
反
画
家
凋
汽
武
本
主
義
的
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
法
家
の
そ

れ
は
そ
の
反
對
心
立
場
に
あ
り
．
又
該
制
度
設
立
④
立
役
者
た
る
張
湯
も
法

家
で
あ
り
憐
時
彼
は
始
ん
》
」
政
權
一
筵
一
手
に
握
っ
て
い
主
こ
と
は
、
そ
の
設

立
に
す
ぐ
れ
一
」
好
侭
件
で
あ
）
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

唐
登
群
記
總
目
に
つ
い
て

耐
澤
宗
吉

唐
蚕
科
鋪
綱
目
配
頁
一
の
養
料
と
し
て
扱
う
こ
と
に
問
越
も
あ
ろ
う
。
し

か
し
・
こ
れ
・
同
盤
に
メ
ス
を
加
え
て
か
坐
ら
ね
ば
、
簡
単
に
意
見
莚
た
て
る

今
へ
き
で
は
な
い
と
お
も
う
ｏ

第
一
に
、
武
翠
山
表
現
に
三
つ
の
方
法
を
と
三
」
い
る
・
側
何
等
の
記
載

蓮
せ
ぬ
場
合
ｕ
⑤
「
不
宜
學
」
と
肥
す
場
合
。
。
一
停
貢
翠
」
又
は
「
停
畢

１
１

九
七

"

q

I



可

』

漿
報

と
表
現
し
て
い
る
場
合
。
更
に
⑧
に
は
⑧
単
に
「
不
貢
畢
」
と
記
し
、
、
‐
不

買
撃
諸
科
若
干
人
」
。
「
不
貢
緊
應
制
及
錐
若
干
人
」
又
は
「
不
貢
畢
上
封

舜
官
若
干
人
」
等
の
表
現
法
里
二
者
が
あ
る
。

第
二
に
「
貢
畢
」
・
「
不
責
畢
」
と
「
停
貢
躯
」
又
は
「
停
畢
」
の
相
述
と

そ
の
内
群
吟
味
ｏ

節
三
に
「
亜
拭
及
錐
」
以
下
の
科
畢
登
鋪
表
現
形
式
の
分
類
討
究
。

斯
く
し
て
、
總
目
に
表
示
さ
れ
て
い
る
科
畢
登
節
者
扱
の
集
計
を
試
み

た
○

雍
正
政
治
史
の
一
鮪

１
１
竹
靜
・
呂
留
良
事
件
ｌ

水
原
重
光

雍
正
政
治
史
上
特
立
す
る
事
件
の
一
つ
は
曾
靜
や
呂
留
良
事
件
で
あ
る
。

北
平
故
宮
輝
物
院
出
版
の
構
代
文
字
献
桶
巻
九
は
全
巻
此
の
事
件
に
開
す
る

史
料
起
戦
せ
て
い
る
。
乖
正
帝
の
著
し
た
る
大
誰
凝
迷
錐
（
阿
冊
）
も
此
の

事
件
に
閥
す
る
記
載
で
あ
る
。

發
表
の
蚕
料
は
右
の
も
の
を
主
と
し
、
曾
靜
・
呂
留
良
事
件
の
性
絡
、
梗

撫
叙
述
と
雍
正
帝
の
此
の
事
件
に
對
す
る
態
度
に
つ
い
》
一
論
ず
る
。
此
の
率

件
は
雍
正
六
年
九
月
末
に
始
ま
り
、
漸
く
雍
正
十
年
十
二
月
中
旬
に
結
末
が

つ
く
足
か
け
五
年
に
わ
た
る
大
疑
減
で
あ
・
り
、
し
か
も
雍
正
朝
に
誰
く
維
結

詮
告
げ
ず
に
乾
隆
朝
に
曾
靜
等
が
虚
刑
せ
ら
れ
、
大
義
昼
迷
鋒
發
禁
せ
ら
る

Ｌ
に
至
っ
て
悉
く
終
っ
た
。
此
の
轆
件
を
通
し
て
考
え
る
時
、
滿
漢
二
重
画

家
經
答
の
詳
易
な
ら
ざ
る
変
態
が
餘
慈
た
く
把
捉
せ
ら
れ
る
。

魏
書
粟
特
國
傳
の
一
解
程

船
木
勝
馬

魏
群
西
城
博
に
掲
げ
ら
れ
一
』
ゐ
る
粟
特
図
仰
は
何
奴
Ⅱ
フ
ン
例
族
論
の
是

非
を
焼
三
Ｌ
全
ゆ
る
方
而
か
ら
批
判
解
稗
さ
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
こ
の
問
題
は

文
献
と
考
古
塁
．
的
菱
料
と
を
照
合
し
て
考
究
す
べ
き
で
あ
る
が
、
丈
献
批
到

の
一
部
と
し
て
粟
特
國
博
の
前
半
の
記
事
に
つ
盆
考
察
す
る
に
、

粟
時
國
在
葱
徹
之
西
。
恭
古
之
奄
薬
。
一
名
温
那
沙
。
居
於
大
津
。
在
雁

居
西
北
。
去
代
一
漉
六
千
里
ｏ

の
殆
ど
大
部
分
は
周
番
異
域
傳
中
の
粟
特
図
傅
の
妃
述
と
一
致
し
一
」
ゐ
る
・

思
、
封
に
周
審
異
城
傅
の
記
事
は
魏
詳
の
そ
れ
甦
共
に
北
史
西
域
僻
に
そ
の
ま
。

Ｌ
收
載
乞
れ
て
居
り
、
魏
番
西
域
仰
の
補
綴
は
北
史
に
橡
空
て
行
は
虹
て
ゐ
・

る
矯
め
、
か
坐
る
記
事
の
混
入
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
ｏ
周
審
の
記
事
と
照

合
し
一
』
考
究
す
る
と
、
散
供
前
の
魏
誘
栗
特
國
傅
は
「
粟
特
図
一
名
温
那

沙
。
去
代
一
画
六
千
里
。
先
是
云
盈
」
と
現
行
魏
排
の
記
辮
が
綾
い
て
ゐ
た

も
の
睦
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

宋
初
京
西
路
開
發
に
み
る
形
勢
戸
の
地
歩
に
つ
い
て
，

河
原
山
郎

京
西
路
聞
發
は
官
管
・
民
蟹
２
－
方
面
よ
り
遂
行
き
れ
た
。
然
し
、
官
管

開
發
は
天
聖
鵬
年
九
月
の
災
・
唐
二
州
瞥
田
務
の
賎
止
に
よ
り
一
雁
停
止
き

れ
，
爾
後
は
民
様
に
俟
つ
鹿
と
た
っ
た
。
然
し
、
こ
の
際
、
留
意
す
ぺ
き

は
、
官
業
菱
本
に
依
る
開
發
に
代
わ
る
に
、
民
間
表
本
が
．
官
か
ら
民
え
の

開
發
移
管
に
際
し
、
間
隙
に
乗
じ
て
莚
川
す
る
虞
れ
多
分
に
あ
っ
た
。
若
し

ブL
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そ
の
進
出
あ
ら
ん
か
、
営
励
の
企
劉
す
る
無
産
戸
の
誌
射
に
よ
る
計
謹
開
發

に
大
な
る
障
害
と
な
る
も
の
で
，
民
間
蓑
本
家
た
る
形
勢
戸
に
何
ら
か
の
制

約
遂
必
要
と
し
た
。
天
聖
職
年
餌
月
の
穀
恢
翔
蛍
に
際
し
、
群
藏
以
て
遮
利

す
る
を
禁
ｒ
た
り
、
同
年
十
月
に
、
物
業
典
寅
に
際
Ｌ
、
変
奴
契
約
番
に
批

契
せ
ず
、
衷
私
臓
泊
す
る
の
傾
向
を
警
告
し
た
り
・
戸
絶
莊
臼
．
の
虚
説
に
開

し
、
小
作
人
の
承
貿
を
優
先
と
し
た
り
し
て
、
形
勢
戸
の
兼
井
を
抑
制
し
、

荒
土
開
發
の
初
期
段
階
と
し
て
の
砥
會
政
策
の
遂
行
に
つ
と
ゆ
た
。
然
し
、

形
勢
戸
の
安
本
左
無
頑
し
て
は
諺
開
發
あ
り
符
ず
・
絲
果
、
開
發
の
進
展
は

期
す
べ
く
も
た
か
シ
た
。
よ
シ
て
、
爾
後
、
開
發
は
慶
歴
・
煕
寧
年
間
の
官

民
協
力
の
渠
溝
堤
肢
の
奎
面
的
閃
堅
に
よ
る
抜
本
的
肌
發
策
に
ょ
ら
泡
ぱ
な

ら
な
か
シ
た
ｏ

【
西
洋
史
郡
會
】

ア
藻
リ
カ
史
學
に
払
け
る
主
要
問
題

Ｉ
特
に
經
済
的
解
繰
論
に
つ
い
て
Ｉ

‐
賑
本
保
信

・
●

ア
メ
リ
カ
史
學
を
圏
内
的
に
見
る
な
ら
ば
、
北
部
史
學
汲
と
南
部
史
學
汲

に
大
別
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
各
灸
の
歴
史
研
究
に
對
す
る
感
晶
。
態
度

は
著
し
く
相
漣
す
る
ｏ
例
へ
ぱ
、
黒
人
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
史
に
於
て
大
き

た
研
究
価
値
を
有
す
る
に
も
か
Ｌ
わ
ら
ず
、
そ
し
て
北
部
學
汲
が
、
こ
の
朋

題
を
重
喪
脱
し
て
ゐ
る
に
も
か
Ｌ
わ
ら
ず
、
南
部
學
派
で
は
全
く
無
祀
し
て

い
る
Ｏ

南
部
學
派
に
シ
い
て
は
中
屋
健
一
氏
が
史
凝
難
誌
節
六
十
編
で
詳
し
く
述

ぺ
て
い
る
の
で
、
私
は
北
部
學
汲
の
雄
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
教
授
の
分
薮
に
從

黎
報

い
、
一
機
ア
メ
リ
カ
史
學
で
如
何
な
る
問
題
が
開
心
を
有
た
れ
て
い
る
か
を

紹
介
し
、
｝
一
』
し
て
特
に
蝿
諭
と
し
言
ア
メ
リ
カ
史
學
に
於
け
る
經
濟
的
解

纒
続
の
ア
ウ
ト
・
ラ
イ
ン
を
現
在
知
ご
と
い
る
限
り
に
於
て
發
表
し
た
い
。

そ
し
て
、
こ
Ｌ
で
は
セ
リ
ー
グ
マ
ン
の
経
済
的
解
稗
論
、
及
び
そ
の
理
論
の

焚
賎
面
に
表
は
れ
た
弱
鮎
莚
指
摘
し
、
い
か
に
彼
が
ア
メ
リ
カ
史
學
の
正
し

い
理
論
發
展
を
阻
害
し
た
か
を
論
ｒ
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

ビ
ス
マ
ル
ク
同
盟
組
織
の
崩
壊
過
程

田
中
友
次
郎

同
両
目
畠
鼠
色
の
及
び
言
．
国
①
吋
日
回
目
目
雨
教
授
共
著
、
の
①
叩
。
三
・
茸
①

Ｑ
畔
月
匡
隅
毎
口
罵
詳
扇
筥
ｌ
ら
魁
の
外
交
史
的
論
述
詮
中
心
に
二
、
三

の
文
献
を
参
照
し
つ
Ｌ
考
察
す
る
。
一
九
二
二
年
十
一
月
の
萱
烏
昌
の
①
言
の

冒
○
口
蔦
呂
農
の
中
で
丈
寄
編
斡
者
か
起
し
て
い
る
も
の
に
多
少
の
補
足
を

す
る
と
、
此
の
同
盟
組
織
田
園
邑
昌
の
暑
巽
①
日
）
の
構
成
要
素
は
凡
そ
次

の
如
く
で
あ
る
。

、

①
（
一
八
七
三
’
七
八
）
三
布
脇
定
６
吋
①
詳
昌
閂
の
目
鼻
Ｃ
日
日
ｇ
）

②
一
八
七
九
二
図
同
盟

③
（
一
八
八
一
’
一
へ
も
三
帝
吋
盟
（
胃
⑦
涛
昌
伽
の
号
冒
昌
尉
）

①
一
八
八
二
三
國
同
盟

①
一
八
八
三
渦
塊
羅
軍
班
協
定

⑥
一
八
一
へ
七
東
方
三
國
（
英
填
伊
）
同
盟
（
地
中
海
協
定
）

⑦
一
八
へ
七
（
六
Ⅱ
）
再
保
瞼
條
約
（
期
限
三
箇
年
）

③
一
八
八
八
填
伊
雛
軍
事
協
定

（
一
八
八
九
、
英
凋
間
の
私
的
同
盟
交
渉
失
敗
）

九
九

「Ⅱ



、

、

蕊
報

（
一
八
九
○
年
三
月
、
ピ
ス
マ
ル
ク
退
官
）

以
上
の
中
、
⑦
は
①
及
＠
の
解
消
に
對
す
る
補
充
的
意
味
を
有
す
る
。
組

織
の
中
軸
は
②
で
あ
り
、
④
⑤
⑥
⑦
③
は
共
の
支
柱
と
た
っ
て
い
た
。
⑤
③

は
大
戦
中
ま
廼
存
被
せ
し
も
有
力
な
ら
ず
。
先
づ
一
八
九
○
年
六
月
⑦
が
不

更
新
と
な
り
、
次
で
一
八
九
六
年
二
月
、
が
不
更
新
と
な
り
、
更
に
一
九
○

二
年
秋
に
は
イ
タ
リ
ヤ
が
事
変
上
①
よ
り
庇
逃
し
た
。
此
の
間
一
八
九
一
年

露
佛
協
商
成
立
し
、
一
八
九
八
年
フ
ァ
シ
ョ
ダ
那
件
を
契
機
と
し
て
英
佛
閥

係
も
好
聴
し
た
が
、
更
に
一
九
○
一
年
エ
ド
ワ
ー
ド
セ
枇
の
即
位
、
對
凋
阿

盟
交
渉
の
決
定
的
失
敗
と
共
に
王
に
よ
る
固
画
胃
①
厨
口
ご
鴨
冒
胃
涛
進
展

し
、
一
九
○
四
年
の
英
佛
協
商
、
次
で
ロ
シ
ヤ
の
對
野
敗
戦
．
ア
ル
ジ
ェ
シ

ラ
ス
會
熊
（
ド
イ
ツ
孤
立
）
な
經
官
一
九
○
七
年
七
Ｈ
三
十
一
日
吟
英
醗

協
商
成
立
は
、
ピ
ス
マ
ル
ク
同
盟
組
織
の
徹
底
的
壊
滅
を
意
味
し
て
い
る
。

弓

ジ
エ
フ
ア
ス
ン
の
人
民
観
に
つ
い
て

服
部
哲
郎

ジ
エ
フ
ァ
ス
ン
は
そ
の
熱
烈
な
人
民
へ
の
愛
に
も
か
奥
わ
ら
ず
、
究
極
に

於
て
人
民
を
信
じ
え
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
ｏ
そ
し
て
そ
こ
に
彼
の
民
主
主

義
の
限
界
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
彼
の
人
民
に
對
す
る
不
信
は
そ
の
大

統
領
就
任
以
後
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
顕
著
に
現
わ
れ
る
。
彼
の
大
統
額
就

任
演
説
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
リ
パ
プ
リ
カ
ン
の
主
張
た
る

Ｉ
「
多
数
支
配
」
の
鮭
初
の
宣
言
で
あ
っ
た
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
多
数
支
配
’
一

へ
の
妓
初
の
防
壁
で
あ
っ
た
Ｏ
そ
の
こ
と
は
、
や
が
一
」
彼
が
議
會
に
遙
る
ゃ
へ

く
し
た
Ｌ
め
た
（
し
か
し
武
際
に
は
送
ら
れ
な
か
っ
た
）
溌
初
の
教
祥
の
草

案
に
よ
り
、
彼
が
大
統
領
の
権
限
を
以
て
立
法
部
の
決
議
を
不
法
に
も
葬
り

’

一
○
○

去
ら
う
と
し
た
事
焚
に
裏
附
け
ら
れ
る
。
そ
れ
よ
り
先
に
も
、
彼
は
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
ア
の
行
政
機
椛
を
企
謹
立
案
し
た
際
人
民
に
よ
る
矼
接
懇
畢
詮
た
野
下

院
に
だ
け
限
定
し
て
、
そ
の
非
民
主
的
な
見
解
を
叩
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

ま
た
ヴ
ア
ー
ジ
’
一
ア
の
憲
法
が
、
そ
の
立
法
部
に
あ
ま
り
に
灰
汎
な
椴
限
を

附
與
し
す
ぎ
て
い
る
鮎
を
批
剣
し
て
無
知
と
粗
暴
に
よ
る
「
多
数
友
配
」
も

ま
た
充
分
雁
制
へ
の
お
そ
れ
あ
る
所
以
を
特
告
し
た
こ
と
も
あ
る
Ｏ
要
す
る

に
多
敷
に
よ
る
決
定
は
、
多
数
に
よ
っ
て
正
し
い
の
で
は
な
く
，
決
定
の
正

し
さ
に
よ
っ
て
正
し
い
の
で
あ
る
と
‐
す
る
合
理
主
義
が
彼
の
多
敷
決
哲
皐
の

推
礎
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ジ
エ
フ
ァ
ズ
ン
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
椛
限
が

一
人
の
人
間
に
與
え
ら
れ
る
走
棋
数
の
人
間
に
與
え
ら
れ
る
か
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
椛
限
が
如
何
に
正
し
く
行
使
さ
れ
る
か
に
あ
っ
た
。
ジ
エ
フ

ア
ス
ン
は
か
く
て
人
民
の
叡
知
と
葬
性
と
を
兵
に
楯
じ
き
る
こ
と
が
出
來
ず

多
激
者
に
よ
る
あ
り
う
黍
へ
琶
睡
制
を
常
に
お
そ
れ
て
い
た
。
そ
の
鮎
彼
を
含

む
リ
パ
プ
リ
カ
ン
と
そ
の
政
敵
た
る
フ
エ
デ
ラ
リ
ス
ト
と
の
間
に
は
殆
ん
ど

本
質
的
な
見
解
の
差
異
は
存
し
た
か
っ
た
と
見
↓
鷺
へ
き
で
あ
ら
う
ｏ

ジ
ャ
コ
ボ
・
サ
ド
レ
ト
に
就
い
て
，

益
田
健
次

ジ
ャ
コ
ポ
・
サ
ド
レ
ト
禄
８
９
の
良
昌
①
８
（
産
ご
ｌ
罰
当
）
は
博
學
温

厚
に
し
て
人
文
主
義
的
な
カ
ル
パ
ン
ト
ラ
ス
○
ｍ
愚
の
具
門
協
（
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ

ン
の
近
く
）
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ
た
○
彼
は
改
革
波
の
信
仰
を
受
け
容
れ

た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
市
が
離
れ
去
っ
た
雷
信
仰
へ
復
歸
す
る
よ
う
、
一
藝
一
元
年

三
月
二
六
日
同
市
小
會
へ
宛
て
Ｌ
審
翰
を
書
き
塗
っ
た
。
そ
れ
は
丁
垂
で
修

餅
的
で
あ
っ
た
が
宗
教
改
革
を
名
分
の
な
い
も
の
と
し
て
攻
撃
し
・
改
革
者

ﾄ

｜



ｒ

！
ノ
グ

、

逹
は
個
人
的
野
望
に
よ
ご
」
動
か
さ
れ
て
い
る
と
述
ぺ
、
韮
督
者
の
第
一
の

義
務
と
し
て
謙
遜
に
教
會
に
服
従
す
る
よ
う
勤
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
市
會

は
之
に
對
す
る
答
審
を
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
委
咽
し
た
。
営
時
ス
ト
ラ
ス
プ
ウ
ル

に
亡
命
中
の
彼
は
こ
の
依
顔
を
八
月
に
受
け
と
っ
た
。
答
香
は
直
ち
に
響
き

上
げ
ら
れ
た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
こ
の
サ
ド
レ
ト
ヘ
の
答
書
は
地
方
的
意
義
よ

り
遥
か
に
重
大
な
も
の
を
有
し
た
。
佛
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
へ
の
献
飼
と
同

じ
く
、
彼
は
今
や
指
導
者
と
な
っ
た
大
通
動
の
た
め
に
發
言
し
た
。
宗
教
改

革
が
生
小
脳
す
ぺ
き
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
名
分
の
そ
れ
は
最
大
の
擁
謹
で
あ

っ
た
。

八
世
紀
ブ
リ
テ
イ
ン
教
會
の
動
き

小
野
赦

ケ
ル
ト
系
教
會
と
ペ
ネ
ヂ
ク
ト
系
修
道
衝
と
か
罐
燗
し
た
の
は
ｚ
月
言
Ｐ

目
胃
国
で
、
後
者
が
絡
に
前
者
を
雁
倒
し
た
の
は
Ｐ
匡
頤
戸
禺
旨
⑦
』
ヨ
三
洋
己
》

弓
胃
ｇ
ｏ
Ｈ
①
等
が
教
皇
の
命
に
よ
っ
て
活
動
し
た
結
果
で
は
あ
る
が
、
性
謎

者
の
外
王
侯
等
が
岱
時
の
箕
易
路
を
利
川
し
て
盛
に
ロ
ー
マ
へ
苦
心
の
「
巡

濯
」
勺
閂
の
智
冒
昌
○
産
爲
し
．
絶
え
ず
教
糸
臓
と
連
絡
莚
と
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
人
為
が
ロ
ー
マ
に
価
れ
巡
憩
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
に
結

び
付
か
ん
と
し
た
こ
と
は
、
聖
人
の
迩
物
、
ロ
ー
マ
典
祗
禅
等
を
持
参
し
た

外
ロ
ー
マ
に
蝦
も
由
緒
深
い
聖
ペ
ト
ロ
に
奉
献
し
た
教
衝
、
催
通
院
を
、
八

世
紀
頃
般
も
多
く
建
設
し
た
事
変
庭
よ
っ
て
も
誌
せ
ら
れ
る
。
巡
鯉
は
同
時

に
布
教
で
あ
っ
た
。
叉
頻
繁
に
巡
濯
し
た
こ
と
が
東
方
及
び
地
中
海
文
化
の

韓
入
と
た
り
、
囚
胃
目
の
代
表
す
る
文
化
を
發
逹
さ
せ
、
之
が
国
目
寓
胃
旨
の
↑

筐
２
冒
匡
の
に
よ
っ
て
欧
大
陸
え
移
さ
れ
、
○
富
里
①
日
農
冒
の
の
文
化
迩
動

梨
報

ﾛ

に
展
開
す
る
の
で
あ
っ
て
、
百
年
前
の
ケ
ル
ト
系
○
○
旨
冒
冨
巨
の
布
教
地

盤
を
蔽
い
ま
し
て
し
ま
ぅ
の
で
あ
一
亀
か
く
て
教
皇
の
世
界
教
愈
の
地
盤
が

作
ら
れ
た
。

【
考
古
郡
會
】

上
代
同
箔
鐙
例
追
加
の
二
三

渡
避
正
氣

肥
後
國
玉
名
郡
江
田
町
船
山
古
境
出
土
の
古
鏡
吟
中
、
逝
文
帯
殺
状
乳
卿

欧
鏡
一
面
は
日
向
國
兄
湯
郡
商
鍋
町
持
田
館
一
千
號
涜
及
び
傳
岡
國
岡
郡
妻

附
近
古
域
出
土
の
そ
れ
と
同
輌
な
る
こ
と
、
ず
で
に
椎
原
博
士
の
指
萢
き
れ

て
い
一
る
所
で
あ
る
が
、
今
更
に
筑
前
國
蕪
穗
郡
穂
波
村
山
の
祁
古
擬
出
土
の

二
面
の
古
鏡
の
中
の
一
面
が
叉
そ
の
同
維
例
に
遜
加
さ
れ
る
○

Ｉ

新
羅
系
唐
草
文
字
瓦
出
土
寺
牡
の
新
例

、

原
口
信
行

《

◎
愛
見
地
蛾
前
京
都
那
栫
市
村
大
字
祇
丸
二
Ⅶ
七
・
栫
市
灌
寺
城
（
叡
野

山
厩
光
寺
塊
内
及
び
附
近
）
の
堂
塔
中
心
線
、
推
定
金
堂
杜
よ
り
西
凡
そ
百

尺
。
地
下
げ
工
堺
捌
起
し
中
の
水
田
。

◎
凌
見
品
縦
Ｗ
寸
枝
三
寸
の
小
叶
。
關
野
工
押
「
考
古
華
識
座
瓦
」
、
石
田

丈
博
「
伽
藍
論
孜
、
右
瓦
よ
り
見
た
日
鮮
丈
化
の
交
渉
」
所
禍
・
嘉
穂
郡
大

分
疲
寺
出
土
品
と
、
同
型
Ｍ
局
部
・
か
と
推
察
さ
れ
る
宇
冗
。
筒
其
他
寺
院
刈

邊
か
ら
、
前
紀
石
田
諭
孜
所
褐
、
昼
前
國
分
寺
皿
辨
八
莱
七
蓮
子
百
済
系
鐙

瓦
と
同
形
汁
及
び
や
箆
描
二
重
孤
丈
宇
瓦
斥
探
難
。
此
鐙
瓦
は
本
年
一
月
築

上
郡
垂
水
疲
寺
で
符
た
一
汁
と
も
同
形
の
様
で
あ
る
。

一
○
一

Ｕ
１
Ｉ
１
凶
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漿
報

◎
伽
戯
剛
股
本
寺
誠
が
川
天
王
寺
式
郡
匠
に
よ
る
事
は
既
知
で
あ
る
。
同

行
建
築
士
丹
藤
氏
と
炎
測
、
礎
石
共
他
に
よ
り
復
原
を
試
み
、
誰
堂
と
金
堂
、

金
堂
を
塔
婆
各
中
心
間
夫
盈
商
蝿
尺
八
拾
九
尺
及
び
九
拾
尺
の
如
く
で
あ

る
。
塔
心
礎
孔
裡
二
尺
一
寸
一
分
。
深
さ
問
寸
三
分
、
有
溝
。
右
柱
座
礎
柱

座
裡
一
災
七
寸
。

◎
結
瓶
而
丈
唐
草
瓦
も
例
、
大
分
、
垂
水
、
天
姦
寺
に
追
加
。

原
始
文
化
考
察
の
若
干
の
資
料

田
中
熊
雄

昨
年
春
季
大
會
の
席
に
お
い
て
、
史
前
日
向
の
漁
拶
圏
に
つ
い
て
、
發
表

の
機
獅
を
與
え
て
い
た
管
い
た
そ
の
際
、
内
陸
河
川
、
海
溝
入
江
、
沿
岸
洋

上
の
夫
々
心
漁
拶
燗
に
〕
堅
」
考
古
學
的
．
民
俗
學
的
考
察
莚
試
み
た
の
で

あ
る
。
本
年
は
そ
の
中
の
内
陸
河
川
漁
拶
圏
の
漁
狸
習
俗
に
つ
い
て
述
。
へ
、

漁
拶
閥
の
文
化
的
内
容
の
一
面
を
明
に
し
よ
う
と
思
う
。

漁
拶
が
生
業
の
承
婆
な
る
部
面
で
あ
る
時
代
に
。
お
い
て
、
そ
の
漁
護
方
法

は
一
つ
の
丈
化
事
象
と
し
て
菰
要
な
る
個
値
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ

に
原
始
丈
化
考
察
の
按
料
と
し
て
弧
く
理
臼
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即

ち
次
の
如
き
習
俗
が
あ
げ
ら
れ
る
。

刺
突
漁
澪
先
前
約
漁
法
、
釣
漁
法
、
細
漁
法
、
止
富
澪
、
川
餌
誘
導
法

壊
漁
法
、
誘
寵
法
、
素
手
法
・
投
石
法
．
眠
殺
法
、
斬
殺
澪
打
撲
法
、
刺

挾
法
・
打
被
せ
法
、
干
水
澪
用
毒
法
等
の
多
種
多
様
な
習
俗
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
之
ら
は
漁
謹
用
具
上
漁
携
者
の
遡
位
上
、
努
働
力
上
或
は
誘
導

威
嚇
法
垂
茜
事
項
に
よ
り
分
類
考
察
す
る
時
、
益
々
そ
の
内
容
を
明
瞭
に
す

る
こ
と
が
出
來
る
。

I

L

諸
蕃
志
の
談
馬
顔
國

金
關
丈
夫

（
九
大
醤
學
部
解
剖
畷
教
室
）

未
の
喪
座
元
年
（
三
三
五
年
）
の
自
序
あ
る
や
趙
汝
滝
の
「
諸
蕃
志
」
中

の
「
流
求
國
」
の
氾
事
の
一
節
に
、
そ
の
國
の
労
に
「
右
叫
舎
耶
談
馬
顔
等
図
」

と
し
て
旧
現
す
る
「
談
馬
顔
國
」
の
同
定
に
つ
い
て
噂
一
八
九
五
竿
の
伊
能

嘉
矩
氏
の
紅
頭
喚
（
古
名
タ
パ
コ
シ
乙
説
が
あ
沙
た
後
・
乃
爽
志
略
の
校

注
者
藤
田
盤
八
氏
、
諸
群
志
の
英
課
者
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
及
び
ヒ
ル
ト
（
一
九
一

二
年
）
の
諸
氏
み
な
こ
れ
に
同
じ
で
、
爾
後
異
説
あ
る
を
聞
か
な
い
が
、
自

分
は
現
存
諸
蕃
志
の
記
事
に
封
す
る
批
判
と
、
蚕
濁
及
び
附
近
の
諸
姥
喚
の

地
名
の
考
證
と
の
二
方
面
か
ら
、
そ
れ
が
紅
頭
蝋
其
他
の
階
峨
を
も
含
む
、

塞
豫
東
部
・
南
部
及
び
西
部
の
山
脚
地
帯
に
わ
た
る
、
比
鮫
的
炭
い
範
囲
の

地
方
の
住
民
を
指
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
考
古
學
的
調
垂
心
結
果

か
ら
推
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
地
域
の
住
民
の
有
し
た
文
化
に
一
貫
し
た
も
の

が
あ
り
、
こ
れ
は
鴬
時
流
求
図
と
よ
ば
れ
て
い
た
西
部
鑑
溝
沿
海
地
方
の
住

民
？
稻
作
を
伴
↑
か
大
陸
系
丈
化
と
は
系
流
を
異
に
‐
）
た
、
南
方
由
來
の
文

化
で
あ
っ
た
と
考
え
る
Ｏ

葉
山
尻
支
石
墓
鍾
蹟
に
就
い
て

松
岡
史

所
左
地
、
佐
変
縣
東
松
浦
郡
鏡
村
半
田
葉
山
尻

本
鍾
跡
は
鏡
山
南
方
の
海
抜
二
○
米
程
の
丘
陵
上
に
位
歴
し
、
昭
和
二
六

年
十
Ⅲ
よ
り
魏
棺
迩
蹟
と
し
て
詞
在
中
十
一
月
二
四
日
に
至
り
第
一
雛
支
石

一

○
二二

’

１
１
１



』

墓
を
謹
見
以
來
嬢
円
號
ま
で
發
見
し
た
。
こ
れ
等
は
便
宜
上
發
見
順
に
番
號

を
附
し
て
呼
ん
で
ゐ
る
○
節
一
雛
支
石
墓
は
花
尚
岩
四
六
個
の
支
石
と
同
置

の
長
さ
一
・
八
米
、
巾
一
・
二
米
の
盤
炊
の
揮
石
と
そ
の
中
心
よ
り
外
れ
て

埋
葬
さ
れ
た
差
合
甕
棺
よ
り
成
》
て
ゐ
る
。
錐
二
號
支
石
墓
は
捧
一
独
の
南

一
米
に
在
り
、
花
間
岩
の
七
個
の
支
石
と
輝
石
よ
り
成
り
、
束
一
・
五
米
程

に
一
個
の
立
石
と
こ
れ
通
園
む
如
き
四
個
の
塊
石
と
、
西
一
米
程
に
三
角
形

板
状
の
石
が
地
表
近
く
埋
没
し
て
ゐ
た
。
鋪
三
雛
支
石
墓
は
六
個
の
支
石
、
他

甲
状
の
輝
石
よ
り
成
り
、
鋪
二
號
の
東
南
十
米
程
に
在
る
。
錐
Ⅶ
雛
支
石

墓
も
扇
形
の
獄
石
と
三
個
の
支
石
が
現
存
し
、
北
側
支
石
は
已
に
失
わ
れ
て

ゐ
る
。
共
他
二
十
個
の
謹
柁
と
↓
一
ら
内
の
一
個
か
ら
碧
玉
製
符
王
鵬
個
が
發

見
さ
れ
か
猫
箱
式
枕
一
個
が
埋
没
し
て
ゐ
た
が
開
難
に
依
り
破
壊
さ
れ
た
。

【
歴
史
教
育
郡
會
】

歴
史
に
關
す
る
シ
ユ
レ
ジ
ン
ガ
ー
委
員
會
の

見
解
に
つ
い
て
。

・
渡
挫
光

此
の
發
表
は
諺
一
昨
年
（
一
九
五
○
年
）
十
二
Ⅱ
、
公
表
せ
ら
れ
た
、
ニ

ュ
ー
亘
－
ク
州
理
事
櫛
の
委
咽
に
依
っ
て
、
主
と
し
て
、
同
州
の
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
に
於
け
る
、
歴
史
教
育
の
在
り
方
に
『
｜
い
て
、
調
査
研
究
し
て
ゐ
た
、
ハ

ー
バ
ー
ド
大
學
の
、
ア
ー
サ
ー
エ
ム
、
シ
ニ
レ
ジ
ン
ガ
ー
（
少
尉
忌
日
目
．

呼
量
①
切
目
鴨
吋
）
教
授
を
首
珠
と
す
『
貧
委
典
曾
の
報
告
書
の
内
容
を
、
紹
介

致
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
此
の
報
告
番
に
依
れ
ば
、
委
只
會
は
、
先
ず
、
歴
史
敬
授
の
方
法

に
つ
き
、
六
名
の
委
員
中
、
餌
名
ま
ゼ
が
、
○
胃
Ｏ
ｐ
ｏ
さ
鰹
ｏ
巳
な
方
法
を
、

蕊
報

I

安
営
な
り
、

界
史
と
は
、

使
用
す
る
・

者
に
依
る
、

の
で
あ
る
Ｑ

鏡
山
先
生
御
復
歸

吾
だ
の
久
し
き
念
願
で
あ
っ
た
元
本
學
考
古
學
識
師
鏡
山
猛
先
生
が
、
今

回
（
四
月
一
日
付
）
助
教
授
と
し
て
復
蹄
せ
ら
れ
た
。

近
時
各
地
に
考
古
塁
研
究
熱
が
盛
り
上
り
、
密
に
九
州
の
地
は
喪
図
寺
違

始
め
幾
多
の
璽
要
迩
跡
を
有
し
、
既
に
職
鳧
の
成
果
の
畢
り
つ
つ
あ
る
折
柄

今
凌
の
先
生
の
御
復
蹄
は
↑
垂
こ
と
に
一
大
朗
報
と
云
う
べ
く
、
そ
の
挫
議
た

る
御
學
識
と
御
懇
切
た
る
御
教
導
を
仰
ぐ
に
至
っ
た
の
は
垂
員
一
同
の
深
い

よ
ろ
こ
び
で
あ
ｚ
・
此
虎
に
先
生
倍
蒋
の
御
活
蹄
迩
期
し
て
御
待
ち
申
し
た

い
Ｏ

な
お
先
生
に
は
目
下
「
考
古
學
概
鏡
」
及
び
「
考
古
難
波
智
」
を
鯛
侭
し

て
い
ら
れ
る
○史

學
懇
話
會

○
第
四
十
四
回
囚
月
廿
一
日
（
月
）

本
年
度
新
た
に
國
史
學
科
に
七
名
．
東
洋
史
筆
科
隆
二
名
、
西
洋
史
學
科

に
三
名
の
池
・
細
入
畢
生
を
迎
え
て
恒
例
の
歓
迎
會
遼
行
う
。
各
自
自
己
紹

介
の
の
ち
、
竹
内
・
日
野
・
小
林
各
先
生
よ
り
史
學
徒
と
し
て
の
學
夢
べ
き

態
度
に
つ
い
て
御
懇
切
な
御
教
示
あ
り
、
感
錨
殊
に
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

一
○
三

と
主
張
致
し
て
居
る
の
で
あ
り
や
次
に
、
此
の
委
興
衝
は
、
世

欧
米
文
化
發
逹
の
歴
史
で
手
ぬ
る
と
断
定
し
、
姉
三
に
、
生
徒
の

テ
キ
ス
ト
、
ブ
ッ
ク
は
、
思
想
傾
向
を
異
に
す
る
、
多
く
の
箸

多
種
類
の
も
の
が
存
在
す
る
事
を
、
是
認
、
肯
定
致
し
て
居
る



’

裁
報

琴
含
者
汁
一
名
。

Ｏ
第
四
十
五
回
五
月
廿
日
（
火
）

今
回
は
鏡
山
添
先
生
、
及
び
韮
・
編
入
皐
生
鰍
迎
の
遠
足
宙
と
し
て
宗
像

祁
肚
な
訪
れ
た
。
永
寓
元
年
六
月
汁
九
日
八
條
院
麗
下
丈
を
蛤
め
と
す
る
数

為
の
古
文
書
・
喪
物
類
と
祥
翻
し
て
の
ち
更
に
銀
國
寺
へ
向
い
、
元
永
二
年

の
板
碑
甦
見
學
し
、
極
め
て
愉
快
た
且
意
義
あ
る
一
日
を
送
っ
た
Ｃ

Ｏ
第
四
十
六
回
六
月
汁
日
（
金
）
彦
會
者
什
七
名
。

研
究
發
表

安
政
五
年
の
政
治
通
勤
に
つ
い
て
山
口
宗
之

内
葬
は
専
攻
論
文
全
し
て
逼
っ
て
發
表
識
定
。

國
史
學
科
の
動
向

第
四
回
國
史
學
研
究
倉
（
昭
和
廿
七
年
五
月
廿
九
日
）

玉
葉
考

杉
谷
昭

藤
原
蕪
武
の
日
氾
「
玉
葉
」
は
、
中
世
初
頭
の
亜
要
史
料
と
し
て
そ
の
内

的
個
値
に
對
し
一
』
、
孫
府
側
記
錬
で
あ
る
吾
妻
鏡
と
共
に
注
目
さ
れ
て
來

ヒ
ナ
ミ
キ

た
。
有
職
故
焚
的
日
弐
記
に
止
ま
↑
い
－
ず
政
治
史
上
の
亜
要
記
録
で
あ
る
こ
と

は
・
各
條
に
認
め
ら
れ
る
が
℃
そ
の
複
雑
た
る
政
争
の
経
過
を
松
本
新
八
郎

氏
も
、
「
玉
葉
‐
一
を
巧
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

更
に
彼
の
政
治
上
の
公
的
性
格
如
何
に
よ
り
、
長
寛
二
年
よ
り
治
承
三
年

ま
で
、
治
承
Ⅶ
年
よ
り
文
治
元
年
室
で
、
以
後
正
治
元
年
頃
ま
で
、
の
三
期

に
分
ち
各
々
準
伽
期
．
麦
動
期
、
完
成
期
、
と
し
て
利
用
恢
値
を
商
か
ら
し

１
１

め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
各
期
の
特
徴
．
彼
ぬ
政
治
的
到
断
．
政
策
、
竿
は

外
的
批
剣
た
る
こ
の
分
類
を
可
能
に
し
、
忠
趣
、
慈
叫
．
謹
家
．
経
通
等
に

み
ら
れ
る
『
日
妃
之
家
』
的
家
系
の
背
景
・
複
雑
た
る
彼
山
政
沿
性
、
等
か

ら
し
て
も
鎚
錘
、
日
記
、
か
ら
一
篇
の
時
代
史
た
る
性
絡
を
有
す
る
も
の
に

ま
で
そ
の
価
値
を
引
上
げ
得
る
Ｏ

‐
西
洋
史
學
科
の
動
向

第
二
十
四
回
西
洋
史
研
究
會
五
月
七
日

ル
ソ
ー
に
閥
す
る
一
考
察
古
城
宏
一
氏

第
二
十
五
回
西
洋
史
研
究
菌
六
月
十
八
目

シ
シ
リ
ー
に
於
け
る
土
地
励
有
形
態
と

十
分
の
一
種

馬
・
場
典
明
氏

な
韮
察
、
加
藤
。
外
村
、
古
城
の
四
名
は
七
月
七
・
↓
へ
Ｒ
阿
蘇
登
山
を

余
れ
て
熊
本
へ
旅
行
し
た
が
、
熊
大
酒
井
激
授
の
御
好
意
に
浜
り
、
熊
大
内

牧
寮
に
於
て
酒
井
教
授
諺
松
垣
誰
師
を
は
じ
め
、
同
大
學
西
洋
史
鋸
．
科
十
門

夕

名
の
方
公
と
の
盛
大
な
交
歓
御
を
開
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
雨
大
學
西

洋
史
準
科
口
那
解
と
親
和
の
上
に
甚
だ
意
韮
深
い
喝
し
か
あ
可
一
た
ｏ
熊
大
西

洋
史
基
．
研
究
室
も
参
観
き
せ
て
い
た
驚
い
た
。

○
新
列

「
東
洋
史
學
」
錐
五
輯
（
昭
和
廿
七
年
六
月
）
九
州
大
學
女
軽
部
東
洋
史

研
究
室
刊

執
筆
者
並
に
題
目
は
次
の
通
り

魏
番
西
域
鱒
の
復
原
Ｉ
魏
書
西
域
傳
考
口
Ｉ
船
木
勝
。
馬

東
洋
史
學
科
の
動
向

一
○
四

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ｌ
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1

〃

一
声

釘

、

五
代
北
宋
の
歳
幣
歳
賜
の
推
移
日
野
開
三
郎

’
五
代
北
宋
歳
幣
歳
賜
考
第
一
章
Ｉ

北
岸
ｌ
三
國
志
東
夷
傳
朋
語
解
の
－
１
日
野
淵
三
郎

宋
史
食
貨
志
課
註
四
研
究
室
貝

臨
時
懇
親
茶
話
會

五
月
十
六
日
（
金
）
自
午
後
一
時
半
於
節
五
波
習
室
。

勢
幹
緬
「
居
廷
漢
前
圭
蕊
瞳
に
東
大
助
救
援
西
烏
定
生
氏

よ
る
漢
代
の
価
に
つ
い
て

融
合
經
濟
史
學
脅
田
席
の
た
め
韮
施
さ
れ
た
西
島
（
東
大
）
、
弗
（
東
洋
文

化
研
）
、
山
田
（
靜
岡
大
）
の
諸
氏
牡
祁
招
き
し
て
の
茶
話
會
に
、
西
腸
先
生

の
お
話
を
う
か
匿
わ
せ
て
い
た
直
い
た
。

第
廿
三
回
研
究
會

六
月
汁
一
日
（
土
）
、
自
午
後
一
時
半
、
於
第
三
流
習
室
、
竹
内
激
授
は

じ
妙
國
史
よ
り
の
参
御
者
多
数
を
加
え
て
盛
會
。

魏
志
倭
人
傳
の
「
邸
閣
」
に
就
い
て
日
野
教
授

紹
介
言
○
房
卸
９
画
冨
忌
胃
仔
己
閉
目
Ｃ
》
‐
冨
詞
①
旨
壷
ｚ
ｏ
ａ
ｏ
三
目
四
》

石
由
．
船
木
助
手

熊
本
大
學
東
洋
史
學
科
と
の
交
激
會

四
月
十
日
ｌ
土
一
日
、
日
野
敬
授
、
江
島
講
師
を
は
じ
め
、
畢
生
を
混
え

て
研
究
室
貝
一
同
で
訪
熊
。
阿
蘇
の
熊
大
衆
で
漱
談
。
別
府
蓮
廻
っ
て
の
二

泊
旅
行
を
行
い
親
交
を
深
め
た
。

人
事

大
皐
院
研
究
奨
學
生
松
永
雑
生
氏
は
、
一
難
上
の
御
都
合
で
、
七
月
、
縣

下
宗
像
商
枝
に
赴
任
せ
ら
れ
た
。
幡
別
の
惰
霊
き
な
い
が
旺
盛
な
研
究
意
慾

に
も
え
た
氏
は
今
後
も
緒
進
を
続
け
ら
れ
る
燕
と
確
儒
す
る
。

築
報

1

属
匿
。
冨
口
舟
の
国
戸
口
雷
黒
自
の
鴬
の
国
『
国
シ
ミ
．
国
昌
帝
］

．
（
○
員
５
月
己
頤
①
○
国
①
昌
巴
の
①
門
庸
ｍ
ｚ
ｏ
、
巴

十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
所
洲
中
央
ア
ジ
ア
の
探
瞼
調

韮
が
世
界
各
閏
の
學
者
の
手
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
が
、
二
回
に
豆
る
世
界
大

戦
は
之
等
探
検
に
よ
っ
て
蒐
集
せ
ら
れ
た
史
料
の
整
那
研
究
の
機
衡
を
與
へ

た
。
中
で
も
丈
書
類
の
注
轄
テ
キ
ス
ト
の
出
版
と
云
卦
整
理
事
業
が
若
為

と
進
逸
ら
か
て
來
た
こ
と
は
、
こ
の
方
面
の
研
究
者
に
曙
光
を
商
し
て
新
史

料
に
よ
る
研
究
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
束
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に

於
け
る
言
語
學
的
研
究
は
長
足
の
進
歩
を
途
げ
、
Ｆ
の
匡
日
四
画
目
．
Ｆ
武
烏
厨
に

始
ま
る
子
駒
語
の
研
究
は
聾
２
房
目
。
言
に
よ
っ
て
略
そ
の
全
貌
か
明
か

と
な
っ
た
の
で
あ
る
《
か
．
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
専
門
家
で
あ
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ヂ
大
學
の
餌
．
言
瞳
豊
里
教
授
に
よ
っ
て
子
闘
語
文
書
・
經
典
の
ロ
ー
マ
ナ

イ
ズ
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
即
ち
一
九
肌
五
年
に
炭
９
国
旨
の
叩
①

日
興
厨
が
川
版
さ
れ
、
一
九
五
一
年
に
は
○
四
日
胃
ａ
、
①
○
国
①
具
巴
貯
凰
閉

の
第
三
集
と
し
て
嗣
冒
冨
口
①
⑭
の
国
匡
号
胃
目
①
×
厨
が
公
に
さ
れ
た
。
解

祇
困
難
な
子
脚
語
逵
ロ
ー
マ
字
化
す
る
雌
事
業
が
次
々
と
成
果
を
あ
げ
て
ゐ

る
一
」
と
は
．
斯
沸
に
於
け
る
伜
大
な
業
絃
で
あ
る
と
共
に
吾
人
に
多
大
の
稗

益
左
與
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
。

八
・
九
。
十
世
紀
に
亘
乙
千
一
脚
語
の
丈
評
・
佛
典
は
嵩
．
の
鯉
①
旨
喜
嗣

勺
①
言
ｇ
に
よ
っ
て
肌
十
年
前
に
ロ
ン
ド
ン
及
び
パ
リ
に
將
來
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
恢
界
大
職
に
よ
り
之
等
の
研
究
は
妨
げ
》
じ
れ
ざ
る
詮
得
た
去
っ
た
。
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○
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ム

ロ

Ｉ

焚
報

そ
れ
が
今
国
豊
里
教
授
に
よ
っ
て
一
部
分
で
は
あ
る
が
ロ
ー
マ
字
化
が
行

は
れ
た
こ
と
は
誠
に
欣
快
に
た
え
た
い
。
子
脚
語
佛
典
中
に
牧
め
ら
れ
た
も

の
は
全
一
Ｌ
三
十
五
篇
で
あ
る
ｏ
そ
の
内
容
は
以
下
の
如
く
で
お
一
る
。

一
、

の
ｐ
Ｈ
四
局
邑
碩
四
局
百
四
１
ｍ
ｍ
割
口
四
口
壷
宇
の
葺
列
由

宇

■

二
－
六
盟
耳
皿

何
れ
も
干
脚
近
郊
の
国
国
烏
］
臼
か
ら
發
見
さ
れ
た
古
子
閲
語
佛
典
の
断

片
で
あ
る
ｏ

Ｄ
ｇ

七
’
十
二
曾
号
四
口
四
‐
シ
ぐ
且
画
口
騨
〃

ウ

十
三
’
十
四
雷
○
富
・

十
五
ｚ
画
旨
旦
四
号
①
自
の
月
ゴ
画
口
庁

十
六
ぐ
の
筋
①
の
目
印
言
８
月
ｇ
昌
占
厨
三

十
七
弓
圖
旨
騨
‐
冠
画
Ｈ
四
日
一
ｓ

十
八
己
⑦
呂
昼
四

十
九
’
二
十
一
ぐ
の
別
＄

二
十
二
四
二
月
四
’

二
十
三
’
二
十
四
国
冨
身
曲
冨
冒
冨
‐
の
具
冒

●

二
十
五
国
。
日
、
鴨
呉
関
昌
国
日
鯉
１
月
目
四
・

二
十
六
毎
℃
四
国
Ｈ
昌
国
］
ロ
底
ｌ
の
呉
吋
曲

二
十
七
国
Ｏ
Ｂ
画
餌
①
８
国
匡
旦
号
閉

二
十
八
国
ｃ
ｃ
丙
負
ぐ
｝
冒
巴
画
言
滝
匡
、

二
十
九
三
ｍ
昌
巨
の
国
‐
邑
画
尉
胃
昌
昌
、
‐
画
く
画
冨
Ｈ
ｍ
あ
鼻
斌
、

三
十
の
匡
日
ロ
宍
昏
ｍ
１
ｍ
－
』
胃
ｍ

一
二
十
一
ぐ
昌
冒
望
色
ロ
四
目
①
鴬

三
十
二
旨
く
ｏ
Ｒ
胃
ご
戸
昌
勺
昌
口
、
の
・
弓
ｎ
や
亀
脚
匡

L

』

一
○
六

三
十
三
く
い
言
い
望
四
戸
画
く
の
別
冊

三
十
四
ぐ
ａ
制
昌
四
口
い
く
角
の
①
切
目
○
脚
目
降
日
“
‐
の
胃
］

三
十
五
同
国
帥
四
吋
ｍ
ご
画
・

之
等
三
十
五
赫
に
夫
舞
注
稗
を
施
し
、
特
に
原
本
破
批
の
部
分
に
對
し
て

捕
迩
し
、
或
は
縦
蝿
中
の
誤
字
を
訂
し
諺
そ
の
他
原
本
に
忠
疵
に
両
も
脚
倒

な
校
訂
を
行
ひ
そ
の
需
賦
に
つ
い
て
も
考
究
し
て
ゐ
る
砧
は
、
研
究
者
に
と

っ
て
益
す
る
所
益
大
で
あ
る
。

Ｉ

か
上
る
死
語
の
研
究
・
解
談
に
注
が
れ
た
努
力
は
地
味
な
學
問
研
究
め
基

礎
で
あ
り
、
か
上
る
史
料
の
整
理
研
究
の
成
果
が
十
二
分
に
活
用
さ
れ
る
時

に
こ
の
努
力
が
報
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
本
文
一
五
七
頁
）（

船
木
勝
馬
）

〆
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１
１



r

昭
和
二
十
七
年
四
月
十
八
日
以
降

交
換
受
贈
雑
誌
目
録

蕊
林
雄
三
巻
第
二
雛
譲
林
含

人
文
研
究
第
三
巻
蟇
一
驍
舗
一
理
鐘

九
大
産
業
労
働

確
鍵
婚
銅
鯆
劔
雛

研
究
・
所

人
文
地
理
姉
Ⅶ
巻
錐
一
読
人
文
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理
學
會

認
學
識
調
森
輕
研
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特
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號
日
國
學
院
大
學
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代
學
節
一
巻
隼
二
雛
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代
學
協
會

經
濟
情
勢
孝
乱
華
三
四
一
二
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濟
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所

／
立
命
館
大
學
人

立
命
館
女
學
四
が
蛎
露
雛
文
科
學
研
究
所

東
洋
史
研
究
》
越
鑑
東
洋
史
研
究
含

天
理
大
學
學
報
隼
七
韓
唾
郵
鐸
蜂

閃
固
く
ロ
両
国
嗣
周
○
丙
［
Ｃ
ご
両

蜀
○
ｚ
ご
同
国
国
ｚ
昂
獣
呵
醒
詞

の
シ
国
詞
閂
国
伊
冨
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ

冠
詞
回
の
印
画
の
ｑ
ｚ
旨
く
国
河
田
弓
シ
門
閥
画
、

ご
圃
甸
宛
渥
ｚ
○
国

ヒ
ス
ト
リ
ア
節
三
銃
・
大
阪
歴
史
學
會

山
口
經
濟
學
雑
誌
稗
に
鑑
鋤
沖
辱
韓

法
經
酋
論
盤
姉
十
二
集
北
大
法
經
會

瘤
壼
霧
幽
錘
率
節
二
十
五
號
蚕
源
科
學
研
究
所

交
學
酋
誌
節
三
巻
鋪
一
錐
山
口
大
學
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I
熊
本
史
學
創
刊
號
熊
本
史
學
含

歴
史
評
論
函
月
難
三
五
龍
塞
者
瀞
電

史
林
癖
三
一
五
罐
史
畢
研
究
含

東
京
商
大

一
樒
論
盤
五
月
雛

一
橋
學
衡

法
畢
論
叢
稗
五
才
八
礎
京
大
法
學
含

史
學
雑
誌
秤
六
毒
一
癖
史
畢
會

京
大
人
文

人
女
學
報
Ⅱ

科
學
研
究
所

經
濟
情
勢
琴
乱
堆
』
一
、
唾
二
一
菱
經
濟
研
究
所

立
命
鯨
女
學
玉
、
罰
號
極
渉
鋤
賜
躍

史
學
癖
二
・
卦
五
鑑
・
三
田
史
學
脅

同
志
紅
大
學

文
化
學
年
報
策
二
韓

文
化
學
含

人
文
地
理
隼
四
桧
第
二
銑
人
丈
地
理
學
曾

細
形
大
舞
（
人
文
科
學
）
癖
一
一
一
鑑
山
形
大
學

熊
本
大
學

法
文
論
藍
鏥
三
雄

法
文
學
曾

歴
史
評
論
五
月
蕊
、
三
六
鋸
季
々
蝿
鍛

經
濟
情
勢
琴
恥
》
』
一
、
六
三
菱
經
濟
研
究
所

朝
鮮
學
報
錐
三
輯
朝
鮮
學
含

麺
學
識
誕
謹
錘
剛
識
特
抑
號
伺
國
學
院
大
學

１
１

八
女
研
究
第
三
巻
蕊
三
雛
薙
鐇
患

人
文
研
究
嬢
三
巻
蕊
幽
錬
舗
窯
鍾

文
化
癖
埜
》
鑑
東
北
大
學
丈
學
會

文
化
稗
弐
一
ハ
礎
東
北
大
學
文
學
會

文
化
史
學
第
五
雛
文
化
史
學
會

藝
林
第
三
巷
第
三
雛
蕊
林
竹

東
方
學
報
蕊
二
十
一
鵬
嘩
域
患

国
史
學
第
五
十
七
雛
國
史
學
會

研
究
年
報
癖
一
癖
恥
逮
蝿
學
三
重
縣
立
大
學

東
京
商
大

一
橋
論
叢
六
月
號

一
橘
學
會

女
藝
と
思
想
錐
五
號
流
岡
女
子
大
學

東
方
學
節
凹
韓
東
方
學
會

東
大
東
洋

東
洋
文
化
九

文
化
研
究
所

ノ

立
命
館
交
學
六
、
罷
魏
極
諦
軸
賜
癖

一
○
七

◆
・
一

ユ

一


